



















殺 熔 味 長 目野 短 所
原水識調修 • 1田前後の原木 天ー然に近い味と香り ，病虫害を受けにくい '収種までに数年
倒}シイタケ、ヒラタケ、 自然環境で殺絡 '栽培効率が低い
ナメコ、マイタケ
-オガコ (おがくず)、 -味と香りは肢自にな 短ー期間 (3-数ヶ月) 施ー設般備に大きな
衝床畿堵
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4 結果と課題
今回の研修で、不明菌から組織分離法を用い
て種菌の作成~純粋培養~子実体の収穫までを
行うことができた。しかしながら得られた成菌
(子実体)は天然物と比べて細く、生え方も不
均一であり問題点も多い.この菌が、ナメコの
アルビノ(染色体異常)である可能性や何らか
の外部因子を受けた可能性があると『福井県総
合グリーンセンターJで指摘を受けているが、
培養に関して多くの課題(温度、照明、 CO，等)
があるのでさらに検酎を加える予定である。さ
らにデータベースを利用したDNA解析も品種の特定に有効である。
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